





































































日野龍夫校注 1989『江戸繁昌記 柳橋新誌』岩波書店 
新稲法子訓注 1999『都繁昌記註解』太平書屋 
 
(2014 年 5 月 7 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく) 










































































































































































































た方も多いだろう）。実はこうした LED には、コストを抑えるため青色 LED に黄色い塗料を
かぶせて擬似的に白を作り出しているものが存在するためである。光源色自体の見た目は
変わらないが、光源の下に被写体を置いたとき、その違いは明確に判明する。これは、そう
して作られた LED には青と黄色の波長しか含まれないため、RGB 全てがそろっている理想
的な光源の下で見た場合に比べて反射するべき波長が少ないことにある。 
こうした光源における色味の再現性を客観的に判断するために作られた尺度が、演色性
である。これは Ra(Average Color Rendering Index)という単位を用い、理想的な白光であ
る太陽光を Ra＝100 とした上で、どの程度色が再現できるかを示したものである。近年で






較すると、青色 LED に黄色い塗料をかぶせて作った擬似的白色 LED では、赤い波長の光が
含まれないため、本来反射するはずの色がないトマトは色を吸収するばかりとなり、灰色




















































































































































































































































































































































































（2014 年 11 月 5 日、生活美学研究所本年度広告美学研究会の講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
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